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キタオットセイCallorhinusursinusは，鰭脚下目アシカ科に属する海生哺乳類で，太平洋北部に分布する．

日本近海には冬季から春季に現れ，銚子沖まで回遊することが知られており（小宮 2003），日本沿岸では北日

本を中心に生体あるいは死体の漂着が報告されている（堀本ら 2012；清田・馬場 1999）．しかし，オットセ

イの漂着事例を報告した文献は少なく，特に近年ではマスメディアによってわずかに取り扱われる程度であり

（毎日新聞 2017），詳細な知見の集積が求められる．我々の知るところでは，2000年以降，茨城県で４例の報

告がされている（竹内ら 2015；吉田・国府田 2001）．ここでは茨城県神栖市の海岸に漂着したキタオットセ

イの１例について報告する．

漂着記録

2014年８月14日午前，茨城県神栖市波崎海岸（図１）の踏査中におい

て，オットセイの漂着個体を発見した（図２）．気象庁観測地点「鹿嶋」

によると，午前11時時点で気温27.4℃，北東の風，風速3.2m/sであった

（気象庁ホームページ）．

波崎海岸は，千葉県銚子市にあるJR銚子駅から北へ約３㎞に位置す

る，太平洋に面した海岸である（図１）．この海岸は神栖市の南北に約

16㎞に渡る鹿島港海岸の一部で，近海が親潮と黒潮が衝突する潮目に該

当するため，セミクジラやマッコウクジラ，カズハゴンドウ等の鯨類

（竹内ら 2015）およびハシボソミズナギドリやコクガン等の鳥類（池田・

桑原 2013；盛口 2011），その他にウミガメや南方系の植物種子など様々

な生物が漂着することで知られている．

発見時，本個体は既に一部がミイラ化しており，頭骨，右下顎，左右肩甲骨，右上腕骨，右尺骨を確認した

（図２，３）．本個体は上顎頬歯を６対有し，鼻骨最大幅と類して鼻骨長が短く，切歯骨（背側観）中央部の前

後径が短かった．これらの特徴から阿部（2007）の記載に従い，キタオットセイと同定した．各部位の計測値

は，頭骨長（切歯骨－後頭顆）179.0㎜，頬骨弓幅99.6㎜，右下顎骨長109.3㎜，右肩甲骨背縁長132.4㎜，左肩

甲骨背縁長131.5㎜，右上腕骨長（上腕骨頭－滑車）97.6㎜，右尺骨長（肘頭－尺骨頭）118.6㎜だった．また，
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図２ 漂着したオットセイ
a：頭骨と右下顎
b：右肩甲骨，右上腕骨，右尺骨

図３ 骨の各種類

図１ 茨城県神栖市波崎海岸の位置
（国土地理院地図改変）



上顎および下顎の歯列は，永久歯の歯式であるI3/2，C1/1，P4/4，M2/1

を示していた（図４）．

なお本個体の所持は，臘虎膃肭獣猟獲取締法および同法施行規則に定

める猟獲の禁止および所持の禁止に該当しない旨を水産庁に確認してい

る（30水管第2898号）．

考察

発見日前日８月13日は，平均風速1.6m/s，最大風速3.2m/s風向き北，

最大瞬間風速6.1m/s風向き北，最多風向き西北西（気象庁ホームページ）

を記録している．キタオットセイは，繁殖期である夏季は繁殖島と周辺

海域に分布するとされている（加藤ら 2016）が，夏季にも幼獣や成獣

が日本沿岸に出現することが報告されている（清田・馬場 1999）．その

ため，今回発見した個体は，日本近海を回遊中に死亡した個体が親潮に

流されて波崎海岸に漂着したものと考えられる．茨城県への漂着は，

2000年３月23日に死亡個体が１個体（吉田・国府田 2001）と，2010年

に１個体および2012年に２個体の生存個体が報告されている（竹内ら

2015）．そのうち，2010年の漂着場所は波崎海岸である．茨城県近海は，

親潮と黒潮が衝突する潮目であり，漁場として優れていることから，採

食に来た個体の漂着例が多いのかもしれない．

発見場所や性別，年齢などの情報は，キタオットセイの回遊特性を明らかにするのに重要であるが，今回の

個体の性別は不明だった．年齢については，いくつかの哺乳類種では歯の萌出順序を年齢査定に用いるが，オッ

トセイでは全ての乳歯が胎子期に未発達な形状で萌出し，脱落するため（KubotaandKomuro1961），永久歯

の歯列を示した本標本は年齢査定することができなかった．今後は，歯の年輪を用いた年齢査定などを行い，

本個体の詳細をより明らかにし，漂着したキタオットセイの知見を蓄積する必要がある．
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図４ 漂着個体の歯列
a：上顎
b：下顎


